
近世の舟運
物流ネットワークの発達史

江戸後背地の西から東から、下らないもので

江戸の日常を支えた

荒川・新河岸川・綾瀬川など

2025.11.13大人浦和塾



人馬は街道、荷は水路

江戸時代、舟運を物流路としたのは、物資の大量移送を掌握する軍

事的政策からだが、車輪交通のない時代の有効な物流手段だった。

陸上輸送では馬１頭に馬子Ⅰ人で米２俵しか運べないが、舟運なら

中型の高瀬舟に３人の乗り組みで300～400俵運べた。

埼玉県は県土の約4割が低地で、利根川・荒川を軸にして、

用水路と排水河川が網目のように広がっていたので各地に舟運用の

河岸場もできた。しかし用水路は期間限定のため、年貢米と土物野

菜の御用荷物が主な積荷だった。

その中で、江戸と後背地を結ぶ本格的舟運路として整備されたのが、

「新河岸川」。
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水路網整備1（江戸時代直前-開府）
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開府－元和の頃
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寛永－正保の頃

水路網整備2（開府—元和—寛永—正保）
（1624－1648）（1603－1624）



関宿

承応－元禄の頃 宝永－享保の頃

水路網整備3（承応—享保）
（1704－1736）

（1652－1704）



利根川東遷・荒川西遷の目的
■利根川東遷事業

・利根川洪水は常陸川筋から銚子へ、普段の水は用水路を往く。

・河川下流部は感潮河川。利根川の水を江戸周囲の村々に送る。

■荒川西遷事業

・入間川筋に荒川の水を入れ、後背地西方の舟運路として新河岸川整備。

□新綾瀬川整備

・葛西用水と見沼代用水の排水を新綾瀬川に集める。

・綾瀬川「堰上げ禁止」と「花畑運河」で後背地東方の舟運路。

□後背地からの荷船の集積地は隅田川

・江戸後背地西から、東から荷が隅田川に集まる。

・江戸後背地からの「下らない物」と江戸湊に届く「下り物」が江戸を支え、江戸は百万都市に。



■見沼代用水略図 ■葛西用水略図
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文禄元(1592)

元和７(1621)

寛永６ (1629)

寛永期 (1623-1644)

正保元 (1644)

正保４(1647)

承応３(1654)

延宝８(1680)

宝永元(1704)

享保４(1719)

享保６(1721)

享保13(1728)

享保15(1730)

享保16(1731)

宝暦-天明(1751-88)

文化-文政(1804-29)

利根川東遷事業始まる。利根川下流に亀有溜井造成と東葛西下ノ割用水開削

「新川通」開削。

荒川瀬替え＜荒川西遷＞

綾瀬川、内匠新田(花畑)→小菅、新流路開削(新綾瀬川）

伊佐沼-新倉、新河岸川整備開始

川越舟運開業

利根川東遷事業完了

新綾瀬川大規模改修(小菅→隅田川直線化、堀切→四ツ木放水路開削

綾瀬川堰上げ禁止(以来、綾瀬川排水専用河川に）

＜東西葛西を含む武蔵国東部低地の利根川利用の用水系完成＞

利根川決壊。武蔵東部低地泥水に埋まる。

埼玉葛西用水完成

町方人口調査50万を超え、武家推定人口50万、江戸百万都市に

見沼代用水完成

東京葛西用水完成

見沼通船堀完成

第二期「江戸町人文化 開花期」（日本料理の発達/蔦谷重三郎の世界）

第三期「江戸町人文化 爛熟期」（料理茶屋全盛/八百善ほか）

年表



後背地からの舟運が江戸の食文化を支え、
文化文政期、江戸は町人文化の爛熟期を迎えた

文人墨客：山東京伝、太田南畝、谷 文晁、酒井抱一、亀田鵬斎、
渡辺崋山、葛飾北斎、…

料理屋 ：八百善、平清、葛西太郎、百川、…

将軍
お上がり場

八百善
山谷

文化初年頃の大川(隅田川)辺り風景/台東区立台頭図書館蔵
「八百善の常連」酒井抱一、亀田鵬斎、谷 文晁、太田
蜀山人/鍬形薫斎筆

幕末期の「下戸・上戸左右鏡」
上戸は料亭の類。下戸は瑕疵やそのほかの食べ物屋
/東京都中央図書館特別文庫室
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